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校番（　27　）

改善方策

10月 2月

h
達成値

h
達成値

イ ロ ハ

・学力調査等の全国平均
との比較

全学年
全教科

全国平均
以上

99% 99% 99% B

・NRT調査では、全学年平均すると国語・英語は全国
平均を上回り、社会・数学・理科は下回った。（全学年
全教科トータル99.4%）全国学力では英語が上回り、
国語・数学は下回った。（３科トータル98.6%）国語
では「条件作文」、数学では「関数」等に課題が見られ
た。

・次年度も1人１授業研を通して、個別に市教委の指
導を受け、授業改善を進めるとともに、年間３回の
全体校内研修を通して、研究成果を各教科の授業改
善に生かす。
・各教科で学力調査と検証問題の結果分析をもと
に、学校体制として授業改善に取り組む。

5

・授業研究が授業改善には効果があると思います。指導案検討及び事前研究の充実に期待しま
す。
・全体的には問題ないですが、１学年の生徒アンケート結果が学校全体に比べ低いことが気に
なります。
・適切に対応されていると思います。

・校内授業研究の実施

一人
1授業研究

進捗
100%

100
%

100
%

100% A

・2月までに、18人の教員全員が研究授業を実施し、
達成値100%。指導案には、研究テーマに沿った３つの
柱「ICTの活用」「問いの工夫」「協働的な学び」を手
立てとして位置づけ、教科の枠を超えて授業改善の視点
を統一し、わかる授業の創造を図った。

・市や県、大学教授等からの指導を受け、さらに効
果的な指導法を見つけ、学校体制として教育研究を
推進するとともに、各教員の授業改善に生かしてい
く。

5

・校内掲示物を見ると生徒さんが興味をもつ題材を選んでいるのが見てとれます。
・適切に対応されていると思います。

・問いや課題に対して自
分なりの考えを持ち表現
している生徒の割合（ア
ンケート）

80%以上 88% 85% 106% A

・「問いや課題に対して自分なりの考えを持ち表現しよ
うとしている」生徒の割合は、全体で８4.7％であっ
た。各教科の指導過程に、個人思考の時間、協働的な学
習の時間（ペア・グループ・全体での協議・意見交流
等）を設定する授業改善を通して、自分の考えを相手と
伝え合い考えようとする意識を高めつつある。

・自分の考えを持つことが苦手な生徒、人と関わる
ことや伝えることに苦手意識がある生徒が活動に参
加できるよう、各教科でワークシートの工夫や個別
の支援を行う。 5

・協働的な学びについての小中連携が、9年間の学びの実現に効果があると思います。研究主任
どうしの連携が必要だと思います。
・授業参観では、生徒どうしコミュニケーションは取れていたようですが、脱線する様子も見
られます。
・適切に対応されていると思います。
・子どもたちが行事等を通して達成感を感じているのが素晴らしいことだと思います。

・生徒同士の話し合いや
協働を通して自分の考え
を深めている生徒の割合
（アンケート）

80%以上 88% 88% 110% A

・「話し合いや協働的な学習を通して自分の考えを深め
ている」生徒の割合は、88.0%であった。
・日常的に「授業の展開において、協働的な学びを取り
入れている」教職員の割合は、4ポイント上昇し
83.3%。協働的な学習の場は、全教科の授業改善を通
して日常的に設定していく必要がある。

・協働的な学びが深まるよう、学習の動機となる問
いの工夫や、他生徒と意見の比較・交流を進めるた
めにクロームブック等ICT機器の効果的な活用を推進
する。 5

・授業を参観したとき、同じ生徒が何度も回答されていたのは少し疑問に思いました。
・適切に対応されていると思います。

・ 協働的な学びを通し
て意欲的に学ぶことがで
きる生徒の割合（アン
ケート）

80%以上 90% 88% 110% A

・「協働的な学習では意欲的に学ぶことができる」生徒
の割合は、88.0%であった。
・協働的な学習が、単なる共同作業でなく、「分かる授
業」への手立てとして機能する授業づくりが必要であ
る。

・意見や考えを他生徒と比較したり共に活動したり
することで「分かった」「できるようになった」と
いう達成感を感じさせ、次の意欲につなげる。 5

・先生と生徒が同じ目標に向かって団結できている様子が見られ、すばらしいと思います。
・適切に対応されていると思います。

・ペアやグループ、全体
で考えを共有する際にＩ
ＣＴ機器を活用している
生徒の割合（アンケー
ト）

60％以上 84% 79% 132% A

・「ペア・班・クラスで考えを共有するときICT機器を
活用している」生徒の割合は、78.9%であった。
・「授業でICT機器を効果的に活用しようとしている」
教職員は77.8%で14.6ポイント上昇。ICT機器の活用
機会は増えたが、考えの共有、思考の深化のために活用
することは十分でない。

・情報教育担当者を中心として、市や県のICT機器活
用に関する研修に参加し、全体に普及・還元する。
・研究授業等を通して効果的かつ多様なICT機器の活
用法について交流・協議する。 5

・限られた時間・予算内で取り組むことには限界があるので、目標設定をあまり高くしないほ
うがよいと思います。
・適切に対応されていると思います。

・学級・学年集団の学習
集団の高まり
学級満足群に属する生徒
の割合（ＱＵ）

70% 59% 58% 83% B

・10月に実施したQU調査の結果は、学級満足群
58.4%であった。
・校内研修で4月からの変容等を分析し、生徒に関わる
教職員が生徒個々の学級集団における状況、学級全体の
状況について情報共有・協議を行った。また、授業、学
級活動、運動会・文化祭等の行事を通して自己有用感を
感じられるよう支援した。

・授業や、日々のデイリーライフ（生活記録）での
肯定的対応や、学校行事に向けての学級での取組を
通して、生徒が自己有用感を高める支援を行う。
・２回のQU調査結果から取組について検証し、次年
度の支援の改善に生かす。
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・積極的生徒指導を行い，不登校の問題を解消するためにも，生徒指導担当による定期的な小
中連携が必要だと思います。
・年々生徒との関わり方が、より丁寧になっている様子が見られ、感謝しています。
・適切に対応されていると思います。
・学習集団としては生徒どうしが関わる場面は教師がある程度仕組んでいくことが必要だと思
う。

・多様な学びの場、つな
がりの場の提供

個に応じた
支援 適宜 適宜 適宜 B

・SC、SSWとともに教育相談員会を定期開催し、不登
校等生徒への支援に向けて、個々の情報共有、取組の方
向性等について協議・共通理解を図り、組織的に取り組
んだ。
・SSRや、授業のオンライン参加、市教育支援センター
（ふれあい教室）への通室等、教室以外にも学びの場、
つながりの場をもつ取組を適宜行っている。

・教育相談員会での協議を通して不登校生徒にかか
わる取組を組織的に行い、生徒対応・保護者連携等
について担任を支える。
・個の状況に応じて多様な学びの場を提供できるよ
う、校外の情報収集、関係機関との連携を密に行
う。

5

・教育関係者以外の方（例えば不登校経験者による対話等）にも力をお借りする環境があれば
より改善すると思います。
・適切に対応されていると思います。
・個への関わりについて数値ではかれるものでないと検証は難しいのではないかと思います。

・学校に行くのを楽しい
と思い生活している生徒
の割合
（生徒アンケート）

90% 90% 92% 102% A

・生徒アンケート「学校に行くのを楽しいと思い生活し
ている」の肯定的回答は、92.1％であった。日々の授
業や学級生活の中で、担任・学年教職員・教科担当等に
よる生徒に寄り添った支援、生徒会執行部を中心とした
行事・自治的活動等の成果であると考える。

・学年や学校全体の教職員で生徒一人一人をしっか
りと見ていき、連絡、報告、相談を密に行う。生徒
の日常の姿やささいな変化等について常に情報共有
し支援に生かすことで、生徒が安心して生活できる
学校づくりを進める。

5

・普段から情報共有はしっかりできている様子が見てとれます。
・適切に対応されていると思います。

・あいさつ、時間、掃除
について肯定的に自己評
価する生徒の割合
（生徒アンケート）

90%

あいさつ
91.7%

時間
98.8%

掃除
95.2%

平均
95.2%

あいさつ
90.5%

時間
97.1%

掃除
97.5%

平均
95.0%

106% A

・生徒アンケート結果、肯定的回答は、あいさつ
90.5%、時間97.1%、掃除97.5%、平均95.0%で
あった。
・生徒会執行部を中心とする月間目標の掲示や呼びかけ
により生徒の行動化を促した成果であると考える。
・実際に行動することで生徒の自己評価は高くなってい
るが、自主的に行動することには課題がある。

・生徒会執行部が中心となる自治的取組を通して、
生徒の意識の高揚と行動化を促す。
・３つの習慣に関して生徒一人一人が自主的に取り
組めるよう呼びかけるとともに、様々な場面で評価
し、自主的に行動する意欲を高める。
・学校行事の取組に合わせて取り組み、効果を高め
る。

5

・運動会や文化祭、校則改正に向けて、生徒の意見を聞きながら学校が協議して決定するとい
う取組がよいと思いました。
・適切に対応されていると思います。

・教育活動に満足してい
る保護者の割合
（保護者アンケート）

85% 88% 78% 92% B

・保護者アンケートの本校教育活動に対する満足度は、
77.8%であった。
・アンケート「授業は分かりやすい」生徒82.6%、保
護者55.5%で、授業理解度を高めること、及び授業公
開で授業の様子を保護者に伝える取組が十分でない。

・研究の柱である「問いの工夫」「協働的な学び」
「ICT機器の活用」に関する校内授業研や日常的な授
業改善で分かりやすい授業を実現する。
・授業参観で保護者に授業を公開し、生徒の様子や
授業の工夫等について理解を促す。
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・保護者アンケートの数値の原因を解明することが，満足度の向上につながると思います。
・適切に対応されていると思います。

・ＨＰや各種たより、す
ぐーるの内容がわかりや
すいと答えた保護者の割
合。
（保護者アンケート）

80% 90% 80% 100% A

・「HPや各種たより、メールの内容は分かりやすい」
80.0%であった。HPについては配付プリント掲載等、
下半期の改善により閲覧率が3ポイント上昇したが、
45.1%と低く、学校のことを分かりやすく伝えること
に課題がある。また、学校だよりによる情報発信が不十
分である。

・HP更新、学校だより発行、メール送信（下校時刻
変更や弁当準備等に関する内容）を定例化する。
・学校だよりは、年間行事予定をもとに、毎月の発
行日定例化と、見出しの事前入力によって発行頻度
を高める。

5

・ＨＰ及び学校だよりで，学校の実態を理解していただくには限界があると思います。小学校
も，他の方法を模索する必要があると思います。
・メールシステム「すぐーる」を活用されており、保護者が知る機会をいただけています。
・適切に対応されていると思います。

・時間外勤務が月45時
間以内の職員の割合

80% 50% 50% 63% C

・時間外勤務月45時間以内の教職員50.0%
・大会引率を出張とし、振替の休みを確保したことで連
続勤務の状況は改善が見られた。しかし、時間外勤務の
実態から、授業準備・採点成績業務・校務分掌等、日常
的な業務の効率化が課題。

・日課と年間行事・部活動休養日の配置等を見直
し、勤務時間内に授業・生徒対応以外の業務を行う
時間の確保を図る。
・毎週の定時退校日に加え、一斉定時退校日を行事
予定に位置づけ、月１回完全実施を推進する。

4 1

・45時間を厳守するためには，抜本的な改革が必要だと思います。ただし，働き方改革の目的
は，児童・生徒と向き合う時間の確保でもあることを教職員と共有する必要があると思いま
す。
・先生方だけでできることは限られると思います。保護者・地域の方の協力も必要だと強く感
じています。
・教育現場の特殊性や部活時間の制限という困難の中、前向きに対応されていると思います。
また、定時退校日を行事予定に組み入れることは評価できますが、働き方改革にはまだ不十
分。この歩みを止めることなく、保護者も巻き込んだ改革が必要だと感じました。教師の主体
性に任せるのではなく、根本的な改革なくして達成するのは難しいのではないかと思います。

　
　

信
頼
さ
れ
る
学
校

生徒・保護
者が本校で
学ぶことを
誇りに思え
る学校

○学校満足度
の向上
〇学校教育活
動の発信
○郷土愛の育
成
〇環境整備を
推進し、美し
く働きやすい
づくり
〇働き方改革
の推進

【l:学校関係者評価　評価】

　A: 100≦(目標達成)　　 　B: 80≦(ほぼ達成)＜100 　イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正ではない。

・生徒・保護者・地域の
方々から信頼され、応援さ
れる教育活動を行う。
・地域を元気にする活動、
地域に貢献できる活動を行
う。
・定期的、計画的な学校情
報の発信に努める。
・不祥事防止の取組を徹底
し、不祥事事案の発生をゼ
ロにする。
・勤務時間管理の徹底と勤
務時間・健康管理を意識し
た働き方改革の推進を行
う。

　C: 60≦(もう少し)＜80　　D: (できていない)＜60 　ハ：分からない。

【j: 自己評価　評価】

○不登校生徒
発生の未然防
止
〇不登校等生
徒への支援の
推進
○自己有用感
の育成
○気持ちのい
いあいさつ・
そうじがで
き、時間が守
れる生徒

・学習環境調査を活用し、
学びの集団や個の生徒の現
状把握とアセスメントそし
て適切な支援を行う。
・不登校等生徒への支援に
向けて、共通理解を十分
行った上で適切な支援に組
織的に取り組む。
・教室に限らず、多様な学
びの場、つながりの場を提
供する。
・ベル着、あいさつ、掃除
の徹底に取り組む。
・生徒の自己有用感の育成
を目指し、各種学校行事や
生徒会活動等への主体的・
積極的な参加を促す。

豊
か
な
心
の
育
成

夢や希望を
抱き、社会
に貢献する
気概を持っ
た生徒の育
成

・主体的で対話的な授業の
創造に向けて、校内授業研
究を実施する。（一人1授
業研究）
・協働的な学びや問いの工
夫を通して、授業改善を行
う。
・各種学力調査結果の分析
に基づき、課題を明らかに
したうえで、短期PＤCA
サイクルの基づいた学力向
上に取り組む。
・生徒が学習道具として、
ＩＣＴ機器を、自ら選択し
活用しながら学習の幅を広
げる学習機会を提供する。
（教職員のＩＣＴ機器活
用、生徒のＩＣＴ機器活
用）

〇学力調査に
おいて、本年
度全学年・全
教科全国平均

以上
〇学び合いに
よる、生徒同
士の高まり合

い

育成すべき
資質・能力
（知識技
能、思考
力・判断
力・表現

力、学びに
向かう人間
性）を身に
着け、主体
的に学び合
い高め合う
生徒の育成

確
か
な
学
力
の
育
成

学校関係者評価

c 中期経営目標 d 短期経営目標 e 目標達成のための方策
f 評価項目・指標
（目標のめやす）

g
目標値

i
達成度

k
結果と課題の分析

n
改善方策

l   評 価
m

コメント
j

評価

評価計画 自己評価

令和５年度　学校評価表 （　中間・最終　） 学校名　三原市立宮浦中学校

a 学校教育目標
郷土を愛し　確かな学力と豊かな心を持
ち　たくましく生きる生徒の育成
 ～学び合い、高め合う宮中生～

b 経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
◎社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
　
【ビジョン】（自校の将来像）
○　社会に貢献できる自立した人間を育成する学校
○　生徒・保護者が本校で学ぶことを誇りに思える学校
○　確かな学力と人を思いやる心、その基盤となる体力を身につけた生徒を育成する学校


